
地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
非
行
防
止
活
動
の
効
果
に
つ
い
て

　
　
1
社
会
参
加
活
動
を
中
心
に
ー

4、

林

寿

一

地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

　
は
し
め
に

二
　
既
発
表
の
研
究
成
果

三
　
二
〇
〇
四
年
調
査
の
分
析
－
社
会
参
加
活
動
か
一
般
中
学
生
に
及

　ほ

す
効
果

四
　
二
（
り
〇
六
年
調
査
の
分
析
－
社
会
参
加
活
動
か
非
行
集
団
離
脱
者

　
に
及
ほ
す
効
果

五
　
ま
と
め

一
　
は
じ
め
に

　
わ
が
国
で
は
、
深
刻
な
状
況
が
続
く
少
年
非
行
の
背
景
と
し
て
、
地
域
社
会
の
非
行
統
制
機
能
の
低
下
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
状
況
を
分
析
し
、
対
策
に
寄
与
す
る
実
証
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め

に
、
筆
者
が
所
属
す
る
科
学
警
察
研
究
所
少
年
研
究
室
で
は
、
過
去
一
〇
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
「
地
域
社
会
と
少
年
非
行
」
を
主
要
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な
研
究
領
域
と
し
て
、
実
証
的
な
研
究
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
も
の
は
、

主
に
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
全
国
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
〇
〇
〇
年
調
査
に
引
き
続
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
を

発
展
さ
せ
て
補
完
す
る
調
査
を
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
六
年
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
研
究
成
果
を
本
稿

で
報
告
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
非
行
防
止
活
動
、
特
に
社
会
参
加
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
最
初
に
、
非
行
防
止
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
社
会
参
加
活
動
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
地
域
の
非
行
防

止
活
動
は
、
内
的
非
行
抑
制
因
子
を
育
む
た
め
の
活
動
と
、
青
少
年
が
非
行
を
行
う
機
会
を
除
去
す
る
活
動
（
環
境
浄
化
活
動
や
街

頭
補
導
・
パ
ト
ロ
ー
ル
）
に
大
別
さ
れ
る
が
、
前
者
が
社
会
参
加
活
動
で
あ
り
、
近
年
は
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
と
呼
称
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
社
会
参
加
活
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
自
然
体
験
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
に
青
少
年
や
そ
の
保
護
者
が
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
心
、
忍
耐
力
、
自
尊
意
識
、
遵
法
的
な
他
者
と
の
愛
着
と
い
っ
た
内
的
抑
制
因
子
を
青
少
年
の
心
の
中
に

育
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
適
切
な
社
会
化
を
通
し
て
少
年
非
行
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
般
の
小
学
生
や
中
学
生
を
参
加
対
象
と
す
る
社
会
参
加
活
動
は
、
非
行
防
止
を
目
的
と
し
て
明
示
的
に
掲
げ
た
も
の
は
少
な
い

が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
自
立
支
援
を
目
的
と
し
て
、
青
少
年
関
係
機
関
と
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
っ
て
広
く
実
施
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
同
様
の
社
会
参
加
活
動
は
、
保
護
観
察
や
家
庭
裁
判
所
の
試
験
観
察
を
受
け
て
い
る
少
年
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
立
ち
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
近
年
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
非
行
の
未
然
防
止
や
非
行
少
年
の
更
生
に
効
果
的

な
社
会
参
加
活
動
の
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
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二
　
既
発
表
の
研
究
成
果

二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
全
国
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
主
要
な
研
究
成
果
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
調
査



地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

手
続
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
全
国
の
各
都
道
府
県
か
ら
公
立
中
学
校
の
校
区
を
単
位
と
し
て
、
住
民
の
連
帯
意
識
の
高
低
を
考
慮
し

て
九
二
地
域
を
選
定
し
た
。
各
地
域
の
公
立
中
学
校
に
在
学
す
る
中
学
生
（
原
則
と
し
て
中
学
二
年
生
）
三
ク
ラ
ス
分
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
し
て
、
質
間
紙
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た
。
回
収
し
た
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
社
会
参
加
活
動
へ
の
参
加
状
況

（
中
学
生
と
保
護
者
の
過
去
五
年
間
の
経
験
）
と
中
学
生
の
非
行
経
験
（
不
良
行
為
と
犯
罪
行
為
に
関
す
る
過
去
一
年
間
の
自
己
報
告
）
と

の
関
連
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、
地
域
単
位
で
社
会
参
加
活
動
の
活
動
水
準
を
み
る
と
、
社
会
参
加
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
ほ
ど
、
居
住
す
る

中
学
生
の
遵
法
的
な
規
範
意
識
が
高
く
、
さ
ら
に
、
中
学
生
の
遵
法
的
な
規
範
意
識
が
高
い
地
域
ほ
ど
、
中
学
生
の
非
行
の
発
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

少
な
い
と
い
う
連
鎖
的
関
連
が
示
さ
れ
た
。

　
次
に
、
社
会
参
加
活
動
の
態
様
別
に
分
析
す
る
と
、
中
学
生
の
参
加
に
つ
い
て
、
非
行
（
不
良
行
為
や
万
引
）
の
発
生
と
一
貫
し

て
負
の
関
連
が
見
出
せ
た
の
は
環
境
美
化
活
動
に
対
す
る
参
加
で
あ
り
、
地
域
活
動
で
人
と
協
力
し
て
物
事
を
達
成
し
た
こ
と
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
て
も
同
様
に
負
の
関
連
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
保
護
者
に
つ
い
て
も
、
社
会
奉
仕
活
動
（
清
掃
活
動
、
慰
問
な
ど
）
や
そ
の
他

の
地
域
活
動
に
保
護
者
が
多
く
参
加
し
て
い
る
地
域
で
は
、
男
女
共
通
し
て
（
た
だ
し
女
子
で
よ
り
明
示
的
に
）
、
中
学
生
の
非
行
の

発
生
が
少
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に
つ
い
て
保
護
者
の
幅
広
い
理
解
と
活
動
へ
の
参
加
を
得
る
こ

と
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
参
加
活
動
等
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
（
日
常
に
お
け
る
地
域
の
大
人
か
ら
の
働
き
か
け
）
に
つ

い
て
、
そ
の
影
響
を
個
人
属
性
と
の
関
連
で
分
析
し
て
み
る
と
、
親
子
関
係
や
学
業
適
応
の
状
況
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
働
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

け
が
中
学
生
の
非
行
化
に
及
ぽ
す
影
響
の
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
男
子
で
は
、
親
子
の
絆
が
弱
い
中
学

生
は
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
、
非
行
（
不
良
行
為
と
犯
罪
行
為
）
を
行
う
者
が
顕
著
に
多
く
、
女
子
で
は
、
学
業

成
績
の
悪
い
中
学
生
は
、
地
域
活
動
が
低
調
に
な
る
ほ
ど
、
不
良
行
為
を
行
う
者
が
顕
著
に
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
非
行
化
の
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リ
ス
ク
の
高
い
者
、
す
な
わ
ち
家
庭
の
監
護
能
力
の
欠
け
た
者
あ
る
い
は
学
業
が
不
振
な
者
ほ
ど
、
そ
の
非
行
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を

防
ぐ
意
味
で
、
地
域
に
お
け
る
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
有
益
な
知
見
が
得
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
に
は
限
界
も
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
六
年
に
発
展
的
な
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
調
査
で
は
、
社
会
参
加
活
動
の
参
加
状
況
を
中
学
校
入
学
前
後
で
分
け
て
中
学
生
に
尋
ね
て
、

中
学
校
入
学
前
後
で
社
会
参
加
活
動
の
非
行
防
止
効
果
が
異
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年

調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
を
一
般
の
中
学
生
か
ら
非
行
集
団
離
脱
者
（
警
察
が
離
脱
支
援
を
行
っ
て
い
る
者
）
に
変
え
て
行
い
、
社
会

参
加
活
動
が
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
に
対
し
て
も
ち
う
る
効
果
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
以
下
で
は
、
二
〇
〇
四
年
と

二
〇
〇
六
年
の
各
調
査
に
つ
い
て
、
分
析
結
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

352

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

二
〇
〇
四
年
調
査
の
分
析
－
社
会
参
加
活
動
が
一
般
中
学
生
に
及
ぼ
す
効
果

　
ω
　
調
査
の
概
要

　
二
〇
〇
四
年
調
査
は
、
社
会
参
加
活
動
が
↓
般
中
学
生
の
非
行
化
に
及
ぼ
す
効
果
の
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
社
会
参
加

活
動
の
経
験
を
中
学
校
入
学
前
後
で
分
け
て
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
向
で
発
展
さ
せ
た
の
は
、
一
般
に
中
学
校
入
学
後
に
、

課
外
活
動
と
し
て
の
社
会
参
加
活
動
へ
の
参
加
は
大
き
く
減
少
し
、
同
時
に
非
行
等
の
問
題
行
動
が
発
現
す
る
者
が
顕
著
に
増
加
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
中
学
校
入
学
後
に
非
行
化
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
、
思
春
期
の
身
体
的
・
心
理
的
発
達
と
関

連
し
て
い
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
）
。
従
来
、
中
学
校
入
学
後
に
進
学
に
向
け
た
学
業
や
校
内
の
部
活
動
に
費
や
さ
れ
る
時
間

が
増
す
た
め
に
、
地
域
活
動
に
対
す
る
中
学
生
の
参
加
は
低
調
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
社
会
参
加
活
動
の
非
行
防
止
効
果
を
中
学

校
入
学
前
後
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
で
効
率
的
な
非
行
対
策
を
立
案
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。



　
二
〇
〇
四
年
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
分
析
を
行
っ
た
の
で
、
順
に
結
果
を
紹
介
し
検
討
を
加
え
て
行
き
た
い
。
そ

れ
に
先
だ
っ
て
調
査
手
続
を
略
説
す
る
と
、
調
査
手
続
と
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
と
類
似
の
手
続
が
と
ら
れ
た
。
各
都
道
府
県

で
社
会
参
加
活
動
の
活
動
状
況
を
勘
案
し
て
、
概
ね
三
つ
の
公
立
中
学
校
区
を
選
定
し
、
各
校
区
に
つ
い
て
、
中
学
生
三
ク
ラ
ス
分

の
生
徒
を
対
象
に
ク
ラ
ス
単
位
で
質
問
紙
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
と
異
な
り
、
中
学
生
の
学
年
を
二
学
年

に
指
定
し
な
い
で
対
象
校
の
判
断
に
委
ね
、
保
護
者
対
象
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
協
力
の
確
保
が
難
し
く
断
念
し
た
。
調
査
の
実
施

時
期
は
、
二
〇
〇
四
年
二
～
三
月
で
あ
っ
た
。
不
備
の
調
査
票
等
を
除
い
て
、
一
二
五
地
域
の
中
学
生
二
一
、
八
四
〇
名
（
男
子
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

五
二
二
名
、
女
子
六
、
三
一
八
名
）
の
回
答
を
分
析
し
た
。

地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

　
の
　
分
析
ー

　
ア
　
分
析
の
目
的

　
二
〇
〇
四
年
調
査
の
最
初
の
分
析
と
し
て
、
地
域
単
位
の
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
（
潜
在
変
数
を
用
い
た
パ
ス
解
析
）
を
行
っ
て
、

社
会
参
加
活
動
の
実
施
が
非
行
発
生
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
た
。
こ
の
分
析
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
知
見

に
基
づ
い
て
、
非
行
発
生
と
負
の
関
連
を
も
つ
と
予
想
さ
れ
る
要
因
や
プ
ロ
セ
ス
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、
仮
説
検
証
型
の
分
析
を

行
っ
た
。
そ
の
研
究
仮
説
は
、
「
社
会
参
加
活
動
で
の
協
働
作
業
の
経
験
」
↓
「
向
社
会
的
な
態
度
（
遵
法
的
な
規
範
意
識
・
明
る
い

将
来
展
望
）
」
↓
「
中
学
生
の
暴
力
的
非
行
」
と
い
っ
た
連
鎖
的
な
研
究
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
、
研
究
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
仮
説
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
　
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
し
た
中
学
生
の
多
い
地
域
で
は
、
向
社
会
的
な
態
度
（
遵
法
的
な
規
範
意
識
・
明
る
い
将

来
展
望
）
を
も
つ
中
学
生
が
多
く
な
る
。

　
②
向
社
会
的
な
態
度
（
遵
法
的
な
規
範
意
識
・
明
る
い
将
来
展
望
）
を
も
つ
中
学
生
が
多
い
地
域
で
は
、
暴
力
的
な
非
行
を
行
う
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中
学
生
が
少
な
く
な
る
。

　
イ
　
分
析
に
用
い
た
変
数

　
こ
の
研
究
モ
デ
ル
の
各
要
素
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
調
査
項
目
を
観
測
指
標
と
し
て
潜
在
変
数
を
構
成
し
た
。
モ
デ
ル
の
各
要
素

（
潜
在
変
数
）
を
構
成
す
る
調
査
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
社
会
参
加
活
動
で
の
協
働
作
業
の
経
験
」
…
…
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
知
見
を
参
考
に
し
て
、
中
学
生
の
非
行
と
負
の
関
連
を
も

つ
と
予
想
さ
れ
る
社
会
参
加
活
動
の
態
様
と
し
て
、
以
下
の
四
項
目
（
地
域
活
動
に
対
す
る
参
加
、
参
加
し
た
活
動
で
の
経
験
に
関
わ
る

調
査
項
目
）
を
観
測
指
標
と
し
た
。
①
公
園
・
道
路
を
そ
う
じ
し
た
り
、
花
や
木
を
植
え
る
な
ど
の
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に

参
加
し
た
、
②
親
（
ま
た
は
親
に
代
わ
る
人
）
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
、
③
ほ
か
の
人
と
協
力
し
て
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
、
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

参
加
し
て
、
人
の
役
に
た
て
た
。
な
お
、
上
記
の
各
項
目
と
も
、
「
小
学
四
～
六
年
生
の
と
き
」
と
「
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
」
に

分
け
て
回
答
を
求
め
て
お
り
、
小
学
校
高
学
年
時
の
経
験
と
中
学
校
入
学
後
の
経
験
を
別
の
潜
在
変
数
に
構
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

非
行
発
生
に
及
ぼ
す
影
響
を
独
立
の
モ
デ
ル
で
検
証
し
た
。

　
「
向
社
会
的
な
態
度
」
…
…
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
態
度
と
し
て
、
二
〇
〇
〇

年
調
査
で
用
い
た
「
遵
法
的
な
規
範
意
識
」
に
加
え
て
、
「
明
る
い
将
来
展
望
」
を
加
え
た
。
両
者
は
中
程
度
以
上
の
関
連
を
も
つ

と
予
想
さ
れ
た
の
で
、
両
者
共
に
三
項
目
か
ら
尺
度
化
し
て
、
こ
の
潜
在
変
数
の
観
測
指
標
と
し
た
。
各
々
の
尺
度
を
構
成
す
る
項

目
を
以
下
に
示
す
。
「
遵
法
的
な
規
範
意
識
」
は
、
「
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
ほ
し
い
も
の
、
し
た
い
こ
と
を
し
ん
ぼ
う
し
た
り
、
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ま
ん
し
た
り
す
る
」
「
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
」
「
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ
」
の
三
項
目
か
ら
尺
度
化
を
行
っ
た
。
次
に
、

「
明
る
い
将
来
展
望
」
は
、
「
将
来
、
人
の
役
に
た
つ
仕
事
を
し
た
い
」
「
で
き
れ
ば
、
よ
の
な
か
を
良
く
す
る
た
め
に
何
か
し
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
私
に
は
、
私
な
り
の
よ
さ
が
あ
る
」
の
三
項
目
か
ら
尺
度
化
を
行
っ
た
。

　
「
中
学
生
の
暴
力
的
非
行
」
…
…
調
査
対
象
者
が
過
去
一
年
間
に
関
わ
っ
た
暴
力
的
非
行
に
つ
い
て
、
加
害
と
被
害
の
各
尺
度
を
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図1　社会参加活動の経験（小学校高学年時）
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作
成
し
、
こ
の
潜
在
変
数
の
観
測
指
標
と
し
た
。
各
尺
度
を
構
成
す
る
項
目
を
以
下
に
示
す
。
「
加
害
経
験
」
は
、
「
け
ん
か
を
し
て
、

人
を
な
ぐ
っ
た
」
「
学
校
や
公
共
の
も
の
を
こ
わ
し
た
」
「
人
を
お
ど
か
し
て
、
お
金
や
も
の
を
と
り
あ
げ
た
」
の
三
項
目
か
ら
尺
度

　
　
　
　
（
1
0
）

化
を
行
っ
た
。
「
被
害
経
験
」
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
他
の
生
徒
か
ら
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
、
「
な
ぐ
ら
れ
た
り
、
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

れ
た
り
し
た
」
「
お
金
や
も
の
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
」
の
二
項
目
か
ら
尺
度
化
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
各
変
数
に
つ
い
て
、
一
二
五
の
各
対
象
地
域
ご
と
に
、
回
答
者
の
回
答
の
平
均
値
を
算
出
し
て
、
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン

　
　
　
　
（
1
2
）

グ
に
用
い
た
。
な
お
、
先
行
研
究
か
ら
、
男
女
で
、
社
会
参
加
活
動
の
非
行
防
止
効
果
の
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
男
女

別
に
平
均
値
を
算
出
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

　
ウ
　
分
析
結
果

　
分
析
結
果
を
み
る
前
に
、
分
析
対
象
者
の
社
会
参
加
活
動
と
暴
力
的
非
行
の
経
験
に
つ
い
て
概
況
を
み
て
お
き
た
い
。
図
1
に
小

学
校
高
学
年
時
の
社
会
参
加
活
動
の
経
験
者
率
（
地
域
単
位
で
算
出
）
を
、
図
2
に
中
学
校
入
学
後
の
社
会
参
加
活
動
の
経
験
者
率

を
、
男
女
別
に
示
し
た
（
■
は
二
盃
地
域
の
平
均
値
で
あ
り
、
縦
棒
は
最
大
値
か
ら
最
小
値
の
間
、
す
な
わ
ち
レ
ン
ジ
を
意
味
し
て
い

る
）
。
小
学
校
高
学
年
時
で
は
、
全
項
目
で
男
女
の
平
均
値
と
も
六
～
七
割
の
経
験
者
率
で
あ
る
が
、
地
域
間
で
社
会
参
加
活
動
の

実
施
に
格
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
レ
ン
ジ
は
五
二
～
六
八
％
）
。
中
学
生
に
な
る
と
、
全
項
目
で
男
女
と
も
小
学
校
高
学
年
時
と

比
べ
て
経
験
者
率
の
顕
著
な
低
下
（
二
三
～
四
六
％
）
が
み
ら
れ
る
が
、
地
域
格
差
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
（
レ
ン
ジ
は
四
八
～
八
一

％
）
。
さ
ら
に
、
図
3
に
、
暴
力
的
非
行
の
加
害
と
被
害
に
つ
い
て
経
験
者
率
を
男
女
別
に
示
し
た
。
男
子
の
「
人
を
な
ぐ
っ
た
」

「
公
共
の
も
の
を
こ
わ
し
た
」
「
な
ぐ
ら
れ
た
り
、
け
ら
れ
た
」
の
経
験
者
率
が
二
～
四
割
弱
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
他
の
項
目
の

経
験
者
率
は
低
い
が
、
地
域
格
差
が
か
な
り
み
ら
れ
る
（
レ
ン
ジ
は
一
二
～
六
七
％
）
。

　
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
の
結
果
に
移
る
と
、
ま
ず
、
三
つ
の
潜
在
変
数
に
つ
い
て
測
定
モ
デ
ル
（
確
認
的
因
子
分
析
）
の
結
果

を
表
1
に
示
し
た
。
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
男
女
別
に
小
学
校
高
学
年
時
あ
る
い
は
中
学
校
入
学
後
の
社
会
参
加
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　　　　　　　図3　過去1年間の暴力的非行の経験
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非行の態様

表1　測定モデル

男　予 男　子 女　子 女　子

↓潜在変数　　　↓観測指標 小学高学年時 中学入学後 小学高学年時 中学入学後

協働作業の経験：環境美化活動 ．65 ．77 ．70 ．78

親といっしょに参加 。62 ．52 ．70 ．38

協力してやりとげた ．88 ．91 ．94 ．92

人の役にたてた ．84 ．94 。87 ．96

向社会的態度＝遵法的な規範意識 ．72 。71 ．76 ．77

明るい将来展望 ．73 ．72 ．75 ．76

暴力的非行二　加害経験 ．60 ．60 ．65 ．65

被害経験 ．58 ．58 ．60 ．60

注）表中の数字は標準化した因子負荷量の値である。
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暴力白勺

非行

図4　社会参加活動の影響：構造モデル

　　男子
　　　　　　　　　　　　　一．43（一．46）
　．51（。40）　　向社会的
　　　　 　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　 　
　　女子　　　　　態度
　　　　　　　　　　　　　一。62（一．59）
　．54（。39）
欝
協

表2　社会参加活動（協働作業の経験）の効果量

　男　子

小学高学年時

男子
中学入学後

　女子
小学高学年時

　女子
中学入学後

「協働作業の経験」→

　　　　　　「暴力的非行」の効果量
一
．
3 4 一

．

23

注）表中の数字は標準化した値である。

活
動
の
影
響
を
分
析
し
た
が
、
各
モ
デ
ル
と
も
い
ず
れ
の
因
子
負
荷
量
も
統
計
的

に
有
意
で
、
標
準
化
し
た
値
の
多
く
が
O
・
七
〇
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
各
潜
在

変
数
が
観
測
指
標
に
よ
っ
て
適
切
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
次
に
、
構
造
モ
デ
ル
の
結
果
を
図
4
に
示
し
た
。
潜
在
変
数
間
に
引
い
た
パ
ス

の
上
に
男
子
の
結
果
、
パ
ス
の
下
に
女
子
の
結
果
を
示
し
て
あ
り
、
括
弧
外
に
小

学
校
高
学
年
時
の
社
会
参
加
活
動
を
入
れ
た
モ
デ
ル
の
結
果
、
括
弧
中
に
中
学
校

入
学
後
の
社
会
参
加
活
動
を
入
れ
た
モ
デ
ル
の
結
果
を
示
し
て
あ
る
（
図
中
の
数

字
は
標
準
化
パ
ス
係
数
の
値
）
。
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
○
・
九
三
以
上
の

適
合
度
指
標
の
値
が
得
ら
れ
、
ま
た
い
ず
れ
の
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
絶
対
値
が

○
・
三
九
以
上
の
標
準
化
パ
ス
係
数
が
示
さ
れ
て
お
り
、
変
数
間
の
関
連
が
小
さ

く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
男
女
別
に
、
小
学
校
高
学
年
時
あ
る
い
は
中
学

校
入
学
後
の
社
会
参
加
活
動
が
暴
力
的
非
行
の
発
生
に
及
ぼ
す
効
果
量
（
標
準
化

し
た
値
）
を
算
出
す
る
と
、
表
2
の
通
り
と
な
る
。
男
女
と
も
、
中
学
校
入
学
後

の
社
会
参
加
活
動
の
効
果
量
は
、
小
学
校
高
学
年
時
と
比
べ
て
小
さ
く
、
男
子
で

八
七
％
、
女
子
で
六
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
を
総
括
す
る
と
、
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
非
行
防
止
効
果
の
標
準
化
し
た
効
果
量
が
、
マ
イ
ナ
ス
○
・
一
九
～
マ

イ
ナ
ス
0
・
三
四
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
値
は
決
し
て
小
さ
な
値
で
は

な
く
、
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
が
実
質
的
な
非
行
防
止
効
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果
を
も
ち
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
が
非
行
防
止
効
果
を
も
た
ら
す
媒
介
過
程
に
つ
い
て
は
、
当

初
設
定
し
た
研
究
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
が
得
ら
れ
、
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
で
参
加
し
た
少
年
の
向
社
会
的
態
度
、
す
な
わ

ち
遵
法
的
な
規
範
意
識
や
明
る
い
将
来
展
望
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
媒
介
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、
中
学
校
入
学
後
よ
り
も
小
学
校
高
学
年
時
の
社
会
参
加
活
動
の
経
験
が
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
非

行
を
抑
止
す
る
効
果
の
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

　
③
　
分
析
2

　
ア
　
分
析
の
目
的

　
二
〇
〇
四
年
調
査
の
二
番
目
の
分
析
と
し
て
、
社
会
参
加
活
動
の
活
動
水
準
（
広
が
り
）
、
す
な
わ
ち
社
会
参
加
活
動
が
地
域
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
個
人
の
非
行
化
に
及
ぼ
す
影
響
を
階
層
式
線
形
モ
デ
リ
ン
グ
で
検
証
し
た
。
そ
の
際
、
各
中

学
生
の
家
庭
環
境
や
学
業
適
応
の
状
況
を
個
人
レ
ベ
ル
の
説
明
要
因
と
し
て
投
入
し
て
、
「
構
成
的
効
果
」
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、

各
地
域
で
個
人
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
要
因
を
も
つ
者
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
る
か
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
撹
乱
的
影
響
を
排
除
し
、
地

域
特
性
が
中
学
生
の
非
行
化
に
も
た
ら
す
影
響
を
厳
密
に
推
定
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
地
域
社
会
の
影
響
が
各
中
学
生
の
家
庭
環
境

や
学
業
適
応
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
交
互
作
用
の
有
無
に
関
し
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

　
イ
　
分
析
に
用
い
た
変
数

　
階
層
式
線
形
モ
デ
リ
ン
グ
で
は
、
個
人
レ
ベ
ル
の
従
属
変
数
（
被
説
明
変
数
）
を
、
複
数
レ
ベ
ル
の
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
で
説

明
し
よ
う
と
す
る
回
帰
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
分
析
に
用
い
た
変
数
は
以
下
の
通
り
て
あ
る
。

　
・
個
人
レ
ベ
ル
の
被
説
明
変
数

　
「
非
行
頻
度
」
…
…
分
析
1
と
異
な
り
、
過
去
一
年
問
に
経
験
し
た
（
と
自
己
報
告
し
た
）
不
良
行
為
九
行
為
と
犯
罪
行
為
五
行
為
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（
1
3
）

（
分
析
！
で
用
い
た
三
行
為
に
加
え
て
占
有
離
脱
物
横
領
と
万
引
）
の
経
験
頻
度
を
得
点
化
し
た
（
得
点
は
0
～
2
3
）
。

　
・
個
人
レ
ベ
ル
の
説
明
変
数

　
「
学
年
」
…
…
統
制
要
因
と
し
て
学
年
（
学
年
の
数
字
）
を
独
立
変
数
に
加
え
た
。

　
「
親
子
の
絆
」
…
…
親
子
の
心
理
的
な
結
び
つ
き
を
測
定
す
る
四
項
目
と
、
親
に
よ
る
子
ど
も
の
監
督
状
況
を
測
定
す
る
三
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
対
す
る
回
答
を
得
点
化
し
、
合
計
点
を
算
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
「
学
業
不
振
」
…
…
「
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
に
対
す
る
よ
り
肯
定
的
な
回
答
を
プ
ラ
ス
の
方
向
に
得
点
化
し
た
。

　
・
地
域
レ
ベ
ル
の
説
明
変
数

　
「
親
子
参
加
率
」
（
小
学
校
高
学
年
時
）
…
…
こ
れ
は
、
分
析
1
で
「
社
会
参
加
活
動
で
の
協
働
作
業
の
経
験
」
を
構
成
し
て
い
た

一
項
目
、
「
親
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
」
で
あ
る
。
分
析
1
の
分
析
結
果
と
し
て
、
中
学
校
入
学
後
よ
り
も
小
学
校
高
学
年
時
の

経
験
の
方
が
非
行
化
に
対
す
る
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
こ
の
分
析
2
で
は
、
小
学
校
高
学
年
時
の
参
加
者
率
を
用
い
た
。
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
活
動
に
「
親
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
」
者
の
割
合
を
地
域
単
位
で
集
計
し
て
分
析
に
用
い
た
。

　
ウ
　
分
析
結
果

　
男
女
で
、
地
域
社
会
の
要
因
が
個
人
の
非
行
化
に
及
ぼ
す
影
響
が
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
の
で
、
男
女
別
に
分
析
を
行
っ
た
。

階
層
式
線
形
モ
デ
リ
ン
グ
で
は
、
個
人
レ
ベ
ル
の
三
説
明
変
数
に
加
え
て
、
地
域
レ
ベ
ル
の
一
説
明
変
数
と
、
年
齢
を
除
い
た
個
人

レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
の
説
明
変
数
の
交
互
作
用
項
が
入
っ
た
モ
デ
ル
を
分
析
し
た
。
な
お
、
被
説
明
変
数
で
あ
る
「
非
行
頻
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
分
布
は
正
規
分
布
か
ら
大
き
く
外
れ
、
カ
ウ
ン
ト
・
デ
ー
タ
と
見
な
さ
れ
た
の
で
、
ポ
ワ
ソ
ン
回
帰
分
析
を
用
い
た
。

　
分
析
結
果
は
表
3
の
と
お
り
で
、
交
互
作
用
を
除
け
ば
、
各
説
明
変
数
の
オ
ッ
ズ
比
の
値
を
示
し
て
あ
る
（
「
学
年
」
以
外
の
変
数

に
つ
い
て
は
、
標
準
化
し
た
値
に
対
す
る
オ
ッ
ズ
比
で
あ
る
）
。
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
男
女
と
も
に
い
ず
れ
の
説
明
変
数
に
つ
い
て
も
、

統
計
的
に
有
意
な
オ
ッ
ズ
比
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
非
行
経
験
の
多
い
者
ほ
ど
、
学
年
が
高
く
、
親
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く
、
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表3　階層式線形モデリングの結果

↓説明変数 男　子 女　子

個人レベル

odds比1，24＊＊＊→24％増

odds上ヒ　　．81＊＊＊→　19％1威

odds比1．26＊＊＊→26％増

odds比　．95＊→　5％減

小の親子参加率が有意

odds比1．17＊＊＊→17％増

odds比　．67＊＊＊→33％減

odds比1．43＊＊＊→43％増

odds比　．82＊＊＊→18％減

小の親子参加率が有意

小の親子参加率が有意

　学年

　親子の絆

　学業不振

弛域レベル

　親子参加率（小）

交互作用

×親子の絆

×学業不振

注）＊＊＊　ρく．001　＊＊　ρ＜．01　＊　ρ＜。05

学
業
が
不
振
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
地
域
レ
ベ
ル
の
説
明
変
数
に
つ
い

て
も
、
男
女
と
も
に
、
「
親
子
参
加
率
」
の
オ
ッ
ズ
比
が
統
計
的
に
有
意
と
な
っ

て
い
る
。
「
親
子
参
加
率
」
が
一
標
準
偏
差
分
上
昇
す
る
と
、
男
子
中
学
生
の

「
非
行
頻
度
」
が
五
％
減
少
し
、
女
子
中
学
生
の
「
非
行
頻
度
」
が
一
八
％
減
少

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
学
生
の
学
年
、
親
子
関
係
や
学
業
適

応
と
い
っ
た
個
人
要
因
の
影
響
を
統
制
し
て
も
、
親
子
で
地
域
活
動
に
参
加
す
る

者
が
多
い
、
す
な
わ
ち
、
社
会
参
加
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
地
域
に
住
む
こ
と
が
、

非
行
化
の
抑
制
に
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
個
人
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
の
交
互
作
用
に
つ
い
て
は
、
「
親
子
の
絆
」
と

「
親
子
参
加
率
」
の
交
互
作
用
が
女
子
の
み
で
統
計
的
に
有
意
と
な
り
、
「
学
業
不

振
」
と
「
親
子
参
加
率
」
の
交
互
作
用
が
男
女
と
も
に
統
計
的
に
有
意
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
交
互
作
用
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
個
人
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
の

両
変
数
に
つ
い
て
、
最
大
値
、
平
均
、
最
小
値
の
そ
れ
ぞ
れ
を
取
っ
た
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
非
行
頻
度
」
の
推
定
値
を
算
出
し
た
。
そ
の
結
果
を
図
示
す
る
と
、
図
5
～
図

7
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
図
5
は
、
女
子
に
つ
い
て
、
「
親
子
の
絆
」
の
程
度
別
に
「
親
子
参
加
率
」

と
「
非
行
頻
度
」
の
関
連
を
表
し
て
い
る
。
「
親
子
の
絆
」
の
程
度
に
か
か
わ
ら

ず
、
「
親
子
参
加
率
」
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
「
非
行
頻
度
」
が
低
く
な
る
が
、
そ
の

減
少
率
は
「
親
子
の
絆
」
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
大
き
く
な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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図5　親子の絆の程度別にみた親子参加率と非行の関連（女子）

　　　　　／／！皿～～｝～…～
　　．／／〆　　　・　　　　　　　　　　　　　　1
　5ピ　　　　　　　1＿＿
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　　　　ろ　　　／、　　　　　　　　　　　一～　　　　　1

　　　　　　　　　　　　最も多い

　　　　　　親子参加率

図6　学業適応の程度別にみた親子参加率と非行との関連（男子

　　　〆／〆／　　　　　　　　　　　　　　　　　誉
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… 』1　　　　　’r／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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薙，匠　　醤1コロ　振

　ハツ

／とてもあてはまる

平均　学業不振

ったく

あてはまらない
最も多い

平均　最も少な

親子参加率
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具
体
的
に
は
、
「
親
子
の
絆
」
が
最
小
値
（
最
も
弱
い
）
の
場
合
は
、
「
親
子
参
加
率
」
が
最
小
値
（
最
も
少
な
い
）
か
ら
最
大
値
（
最

も
多
い
）
に
移
る
と
、
非
行
頻
度
が
七
二
％
に
減
少
す
る
の
に
対
し
、
「
親
子
の
絆
」
が
最
大
値
（
最
も
強
い
）
の
場
合
は
、
「
親
子

参
加
率
」
が
最
小
値
か
ら
最
大
値
に
移
る
と
、
非
行
頻
度
が
二
八
％
に
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
親
子
参
加
率
」
が
高
い
地
域

に
居
住
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
非
行
化
抑
止
効
果
が
、
親
と
の
絆
が
強
い
中
学
生
で
大
き
く
、
親
と
の
絆
が
弱
い
中
学
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図7　学業適応の程度別にみた親子参加率と非行との関連（女子）

　　　　　　　／／嘗｝』｝｝　　一　　　…＿＿
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E］学業が良好
圏平均
口学業が不振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
／
ー
い
い
寄
レ
ギ
泌
・

　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
9
」

　
　
　
　
　
　
　
　
非
行
頻
度

し
て
い
る
。

　
以
上
を
総
括
す
る
と
、
中
学
生
の
学
年
、

動
に
参
加
す
る
者
が
多
い
、
す
な
わ
ち
、

つ
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

子
で
は
親
と
の
絆
の
強
い
者
ほ
ど
、

　　　　　最も多い
親子参加率

生
で
小
さ
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
次
に
、
図
6
と
図
7
は
そ
れ
ぞ
れ
、
男
子
と
女
子
に
つ
い
て
、
「
学

業
不
振
」
の
程
度
別
に
「
親
子
参
加
率
」
と
「
非
行
頻
度
」
の
関
連
を

表
し
て
い
る
。
概
ね
「
学
業
不
振
」
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
親
子

参
加
率
」
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
「
非
行
頻
度
」
が
低
く
な
る
が
、
そ
の

減
少
率
は
「
学
業
不
振
」
が
著
し
く
な
る
ほ
ど
、
大
き
く
な
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
、
女
子
で
は
、
「
学
業
不
振
」
が
最
大
値
（
と

て
も
あ
て
は
ま
る
）
の
場
合
は
、
「
親
子
参
加
率
」
が
最
小
値
か
ら
最
大

値
に
移
る
と
、
非
行
頻
度
が
二
七
％
に
減
少
す
る
の
に
対
し
、
「
学
業

不
振
」
が
最
小
値
（
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）
の
場
合
は
、
「
親
子

参
加
率
」
が
最
小
値
か
ら
最
大
値
に
移
る
と
、
非
行
頻
度
が
四
一
％
に

減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
親
子
参
加
率
」
が
高
い
地
域
に
居
住
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
非
行
化
抑
止
効
果
が
、
学
業
が
不
振

な
中
学
生
で
大
き
く
、
学
業
が
良
好
な
中
学
生
で
小
さ
い
こ
と
を
意
味

　
　
　
親
子
関
係
や
学
業
適
応
と
い
っ
た
個
人
要
因
の
影
響
を
統
制
し
て
も
、
親
子
で
地
域
活

　
　
社
会
参
加
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
地
域
に
住
む
こ
と
が
、
非
行
化
を
抑
制
す
る
作
用
を
も

　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
地
域
特
性
に
よ
る
非
行
化
抑
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
が
、
女

ま
た
男
女
と
も
学
業
適
応
の
悪
い
者
ほ
ど
、
大
き
い
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
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四
　
二
〇
〇
六
年
調
査
の
分
析
－
社
会
参
加
活
動
が
非
行
集
団
離
脱
者
に
及
ぽ
す
効
果

　
ω
　
調
査
の
概
要

　
二
〇
〇
六
年
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
を
一
般
の
中
学
生
か
ら
非
行
集
団
離
脱
者
（
非
行
集
団
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
警
察
が
支
援

や
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
者
）
に
変
え
て
行
い
、
社
会
参
加
活
動
が
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
に
対
し
て
も
ち
う
る
効
果
に
つ
い
て
検

討
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
社
会
参
加
活
動
は
、
す
で
に

非
行
を
行
っ
た
少
年
、
例
え
ば
保
護
観
察
や
家
庭
裁
判
所
の
試
験
観
察
を
受
け
て
い
る
少
年
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支

援
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
拡
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
と
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
近
年
、
警
察
は
、

非
行
集
団
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
非
行
集
団
に
加
入
す
る
少
年
に
対
し
て
、
社
会
奉
仕
活
動
等
へ
の
参
加
を
促
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
離
脱
を
促
進
さ
せ
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
実
効
性
な
ら
び
に
効
果
的
な
態
様
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　
二
〇
〇
六
年
調
査
の
調
査
手
続
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
調
査
対
象
者
は
、
非
行
集
団
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
は

非
行
集
団
か
ら
の
離
脱
が
な
さ
れ
た
者
、
あ
る
い
は
今
後
非
行
集
団
か
ら
の
離
脱
が
見
込
ま
れ
る
者
で
あ
る
。
各
都
道
府
県
警
察
に

依
頼
し
て
、
調
査
対
象
者
本
人
と
そ
の
対
象
者
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
警
察
職
員
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の

実
施
時
期
は
、
二
〇
〇
五
年
二
一
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月
で
あ
っ
た
。
不
備
の
調
査
票
等
を
除
い
て
、
二
四
三
名
の
回
答
を
分
析
対

象
と
し
た
。
分
析
対
象
の
非
行
集
団
離
脱
者
の
属
性
を
述
べ
る
と
、
性
別
で
は
、
男
子
八
六
％
、
女
子
一
四
％
、
学
職
別
で
は
、
中

学
生
二
五
％
、
高
校
生
一
六
％
、
有
職
少
年
四
一
％
、
無
職
少
年
一
七
％
で
あ
る
。
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の
　
分
析
3

　
ア
　
分
析
の
目
的

　
二
〇
〇
六
年
調
査
で
は
、
非
行
集
団
加
入
者
の
非
行
集
団
か
ら
の
離
脱
、
な
ら
び
に
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
に
資
す
る
要
因
を
調

査
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
地
域
活
動
に
対
す
る
参
加
経
験
を
尋
ね
て
お
り
、
そ
の
調
査
項
目
と
し
て
二
〇
〇
四
年
調
査
と
共
通
の
も

の
を
用
い
て
い
る
。
以
下
で
は
、
先
に
検
討
し
た
二
〇
〇
四
年
調
査
の
分
析
で
用
い
た
調
査
項
目
を
中
心
と
し
て
、
非
行
少
年
の
立

ち
直
り
支
援
に
資
す
る
社
会
参
加
活
動
の
態
様
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
調
査
対
象
者
が
参
加
し
た
地
域
活
動
の
態
様
と
達
成

し
た
立
ち
直
り
の
程
度
と
の
関
連
を
分
析
し
た
。

　
イ
　
分
析
に
用
い
た
変
数

　
各
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
、
対
象
者
本
人
と
本
人
を
よ
く
知
る
警
察
職
員
に
尋
ね
た
調
査
項
目
の
回
答
か
ら
、
以
下
の
各
変
数
を

数
量
化
し
た
。

　
「
参
加
し
た
地
域
活
動
の
態
様
」
…
…
同
じ
質
問
項
目
を
用
い
て
、
調
査
対
象
少
年
に
は
、
過
去
一
年
間
に
参
加
し
た
地
域
活
動

で
経
験
し
た
こ
と
を
尋
ね
、
警
察
職
員
に
は
、
当
該
少
年
が
集
団
か
ら
離
脱
す
る
際
に
参
加
し
た
地
域
活
動
で
経
験
し
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
を
尋
ね
た
。
分
析
に
用
い
た
項
目
と
し
て
は
、
分
析
1
の
「
社
会
参
加
活
動
て
の
協
働
作
業
の
経
験
」
を
構
成
す
る
項
目
か

ら
、
環
境
美
化
活
動
の
項
目
を
除
い
て
、
さ
ら
に
二
項
目
（
「
年
上
の
人
に
め
ん
ど
う
を
見
て
も
ら
っ
た
」
「
地
域
の
人
か
ら
感
謝
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

り
、
ほ
め
ら
れ
た
り
し
た
」
）
を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
、
警
察
職
員
に
は
当
該
少
年
の
離
脱
過
程
で
関
係
者
が
ど
の
程
度
貢
献
し
た
か

の
判
断
を
求
め
、
家
族
と
地
域
の
大
人
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
評
価
項
目
（
「
少
年
の
家
族
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
」
「
地
域
の
大
人
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
」
）
も
分
析
に
用
い
た
。

　
「
向
社
会
的
態
度
」
…
…
非
行
集
団
か
ら
離
脱
し
た
程
度
、
す
な
わ
ち
立
ち
直
り
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
変
数
を
用
い
た
。

分
析
1
の
「
向
社
会
的
態
度
」
と
同
じ
調
査
項
目
が
、
少
年
対
象
の
質
問
紙
に
含
ま
れ
て
お
り
、
「
明
る
い
将
来
展
望
」
と
「
遵
法
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表4　社会参加活動等の態様と立ち直り（経験者率と相関関係）

経験者率（少） 経験者率（警）明るい将来展望 規範意識再非行可能性

親といっしょに参加した 0．10 0．07 0．18 0．01 一〇．11

年上の人が世話してくれた 0．30 0．19 0．18 0．10 一〇．22

人と協力してやりとげた 0．39 0．21 0．25 0．11 一〇．22

人の役にたてた 0．32 0．18 0．26 0．18 一〇．23

感謝されたりほめられた 0．30 0．16 0．24 0．13 一〇．17

家族が一生懸命取り組んだ
『

0．29（0．63）
一 一

一〇．24

地域で力になる大人がいた
一

0．09（0．24）
一 『

一〇．19

注）絶対値．17以上の相関係数は、1％水準て有意。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

的
な
規
範
意
識
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
得
点
化
し
た
。

　
「
再
非
行
可
能
性
」
…
…
立
ち
直
り
の
指
標
の
二
つ
目
と
し
て
、
こ
の
変
数
を
用
い
た
。

警
察
職
員
に
当
該
少
年
が
今
後
非
行
を
犯
す
可
能
性
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
尋
ね
た
。
回
答

選
択
肢
は
、
以
下
の
通
り
で
、
各
選
択
肢
の
構
成
比
と
与
え
た
得
点
を
示
す
。
「
と
て
も
あ

る
（
三
・
九
％
）
1
1
5
点
」
「
や
や
あ
る
（
三
一
丁
二
％
）
”
4
点
」
「
あ
ま
り
な
い
（
五
二
・

八
％
）
H
2
点
」
「
ま
っ
た
く
な
い
（
二
・
二
％
）
H
1
点
」
。

　
ウ
　
分
析
結
果

　
調
査
対
象
者
が
経
験
し
た
社
会
参
加
活
動
の
態
様
と
立
ち
直
り
指
標
と
の
相
関
係
数
（
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ア
ソ
ン
の
積
率
相
関
係
数
）
を
求
め
、
表
4
に
示
し
た
。
表
の
左
側
二
列
に
各
調
査
項
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

つ
い
て
経
験
者
率
を
示
し
て
あ
り
、
表
の
右
側
三
列
に
社
会
参
加
活
動
の
態
様
と
立
ち
直
り

指
標
三
つ
と
の
相
関
係
数
を
示
し
て
あ
る
。

　
「
明
る
い
将
来
展
望
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
参
加
活
動
の
い
ず
れ
の
経
験
も
こ
の
指
標
と

の
間
で
、
統
計
的
に
有
意
な
正
の
相
関
係
数
が
得
ら
れ
、
特
に
、
「
人
と
協
力
し
て
や
り
と

げ
た
」
「
人
の
役
に
た
て
た
」
「
感
謝
さ
れ
た
り
ほ
め
ら
れ
た
」
の
三
項
目
で
○
・
二
五
前
後

の
相
関
係
数
が
得
ら
れ
た
。
因
果
関
係
に
つ
い
て
確
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
協
働
作

業
を
行
っ
て
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
立
ち
直
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
「
遵
法
的
な
規
範
意
識
」
に
つ
い
て
は
、
相
関
係
数
の
値
が
低
い
が
、
「
人
の
役
に

た
て
た
」
で
最
も
大
き
な
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
再
非
行
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
「
親
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
」
以
外
の
社
会
参
加
活
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図8　家族と地域の大人の働きかけが再非行に及ぽす影響

釜く該当せず
まり該当せず
笈
曇　　　　地域で力にな

ξ当　　　る大人がいる

肪
泓
3

乞
乞
匿
乞
2

再
非
行
可
能
性
1．9ド

1．7／

1．5

和　　　　め
家族が一生懸命

動
の
態
様
で
統
計
的
に
有
意
な
相
関
係
数
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

家
族
と
地
域
の
大
人
の
働
き
か
け
全
般
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
マ

イ
ナ
ス
○
・
二
〇
前
後
の
相
関
係
数
が
得
ら
れ
た
。
警
察
職
員
の
判

断
の
妥
当
性
な
ら
び
に
因
果
関
係
に
つ
い
て
確
定
的
な
こ
と
は
い
え

な
い
が
、
協
働
作
業
を
行
っ
て
少
年
自
身
が
達
成
感
を
得
る
こ
と
や
、

家
族
や
地
域
の
大
人
が
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
、
非
行
少
年
の
立

ち
直
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
家
族
と
地
域
の
大
人
の
働
き
か
け
全
般
に
つ
い
て
、
二

項
目
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
、
回
答
選
択
肢
の
組
み
合
わ
せ
毎
に
再
非
行

可
能
性
を
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
、
図
8
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
力

に
な
っ
て
く
れ
る
地
域
の
大
人
が
果
た
す
役
割
が
、
家
族
の
取
り
組

み
如
何
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

家
族
の
取
り
組
み
が
積
極
的
で
あ
る
ほ
ど
、
力
に
な
る
地
域
の
大
人

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
少
年
が
再
非
行
を
犯
す
可
能
性
が
低

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
家
族
の
取
り
組
み
が
消
極
的
で
あ
る
ほ
ど
、

地
域
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
非
行
の
可
能
性

が
低
減
す
る
度
合
い
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
を
総
括
す
る
と
、
地
域
活
動
に
参
加
し
て
協
働
作
業
を
経
験

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
と
正
の
関
連
が
見
出
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さ
れ
、
ま
た
家
族
や
地
域
の
大
人
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
も
、
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
と
正
の
関
連
が
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
家

族
の
働
き
か
け
が
不
十
分
で
あ
る
ほ
ど
、
地
域
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と

を
示
唆
す
る
結
果
も
得
ら
れ
た
。

五
　
ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
四
年
調
査
と
二
〇
〇
六
年
調
査
の
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
報
告
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
非
行
防

止
活
動
、
特
に
社
会
参
加
活
動
が
中
学
生
の
非
行
化
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
以
下
で
は
そ
の
分
析
結
果
に
基
づ

い
て
、
今
後
の
非
行
防
止
活
動
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
ま
ず
、
二
〇
〇
四
年
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
社
会
参
加
活
動
が
一
般
中
学
生
の
非
行
化
に
及
ぼ
す
効
果
の
態
様
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
社
会
参
加
活
動
の
経
験
を
中
学
校
入
学
前
後
で
分
け
て
分
析
を
行
っ
た
。
地
域
単
位
の
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
の

結
果
と
し
て
、
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
非
行
防
止
効
果
の
標
準
化
し
た
効
果
量
が
マ
イ
ナ

ス
○
・
一
九
～
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
四
で
あ
り
、
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
が
実
質
的
な
非
行
防
止
効
果
を
も
ち

う
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
が
非
行
防
止
効
果
を
も
た
ら
す
媒
介
過
程
に
つ
い
て
は
、
協
働
作
業
を
経

験
す
る
こ
と
で
参
加
し
た
少
年
の
向
社
会
的
態
度
、
す
な
わ
ち
遵
法
的
な
規
範
意
識
や
明
る
い
将
来
展
望
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
な
媒
介
要
因
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、
概
ね
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
研
究
知
見
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
二
〇
〇
四
年
調
査
か
ら
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、
中
学
校
入
学
後
よ
り
も
小
学
校
高
学
年

時
の
社
会
参
加
活
動
の
経
験
が
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
非
行
を
抑
止
す
る
効
果
の
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
社
会
参
加
活
動
に
地
域
間
格
差
が
か
な
り
存
在
し
、
一
般
の
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
に
社
会
参
加
活
動
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が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
活
動
が
低
調
な
地
域
と
比
べ
て
、
実
質
、
的
な
非
行
防
止
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
、
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
推
進
す
る
意
義
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
活
動
が
非
行
防
止
の
効
果
を
生
む
た
め

に
は
、
活
動
に
参
加
す
る
青
少
年
の
対
人
関
係
能
力
や
自
尊
感
情
や
明
る
い
将
来
展
望
を
育
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ

う
な
要
素
を
活
動
内
容
に
十
分
盛
り
込
む
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
社
会
参
加
活
動
に
関
係
す
る
公
的
機
関
は
、
熱
心
で
調
整
能
力
に
長
け
た
青
少
年
指
導
者
を
十
分
に
確
保
し
な
が
ら
、
参

加
す
る
青
少
年
の
主
体
性
を
育
み
、
対
象
と
す
る
青
少
年
の
発
達
段
階
に
対
応
し
、
か
つ
青
少
年
個
々
の
二
ー
ズ
を
満
た
す
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
活
動
の
機
会
を
小
さ
な
地
域
単
位
で
用
意
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
各
地
域
で
実
施
可
能
な
活
動
を
少
な
く
と
も
一
つ
ず
つ
立
ち
上
げ
、
青
少
年
個
々
人

の
関
心
に
応
じ
て
近
隣
の
地
域
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
階
層
式
線
形
モ
デ
リ
ン
グ
の
結
果
と
し
て
、
中
学
生
の
学
年
、
親
子
関
係
や
学

業
適
応
と
い
っ
た
個
人
要
因
の
影
響
を
統
制
し
て
も
、
親
子
で
地
域
活
動
に
参
加
す
る
者
が
多
い
、
す
な
わ
ち
、
社
会
参
加
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
地
域
に
住
む
こ
と
が
、
非
行
化
抑
制
の
影
響
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
地
域

特
性
に
よ
る
非
行
化
抑
制
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
、
男
女
と
も
学
業
適
応
の
悪
い
者
ほ
ど
大
き
く
、
さ
ら
に
女
子
で
は
親
と
の

絆
の
強
い
者
ほ
ど
大
き
い
こ
と
が
推
察
で
き
た
。

　
地
域
活
動
の
活
動
水
準
や
広
が
り
が
も
つ
効
果
と
学
業
不
振
者
に
関
わ
る
結
果
は
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
知
見
を
概
ね
確
認
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
女
子
の
親
子
関
係
に
関
わ
る
結
果
は
新
た
な
知
見
で
あ
り
、
若
干
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
親
子
の
絆
が
弱
い
女
子

ほ
ど
、
多
く
の
親
子
が
地
域
活
動
に
参
加
す
る
地
域
に
居
住
す
る
メ
リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
中
学
校
入
学
後
の
非
行
化
抑
制
効
果
が
少

な
い
こ
と
は
、
残
念
な
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ
る
が
、
親
子
の
絆
が
弱
い
家
庭
で
は
、
親
自
身
が
み
ず
か

ら
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
地
域
の
保
護
者
同
士
で
形
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
結
び
つ
く
こ
と
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が
な
く
、
結
果
と
し
て
緊
密
な
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
親
の
監
護
力
が
低
い
こ
と
は
非
行
化
の
リ
ス
ク
要
因
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、
監
護
力
の
低
い
親
に
対
し
て
働
き
か

け
が
い
く
よ
う
に
政
策
立
案
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
二
〇
〇
六
年
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
社
会
参
加
活
動
と
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
と
の
関
連
を
分
析
し
、
地
域
活
動

に
参
加
し
て
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
の
指
標
と
正
の
関
連
が
見
出
さ
れ
、
ま
た
家
族
や
地

域
の
大
人
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
も
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
と
正
の
関
連
が
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
家
族
の
働
き
か
け
が
不
十
分
で

あ
る
ほ
ど
、
地
域
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
に
寄
与
す
る
度
合
い
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
二
〇

〇
六
年
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
の
成
り
行
き
、
す
な
わ
ち
再
非
行
の
有
無
等
と
い
っ
た
立
ち
直
り
の
直
接
的
な
デ
ー
タ
が
な
く
、

ま
た
警
察
職
員
に
よ
る
再
非
行
可
能
性
の
判
断
に
つ
い
て
も
予
測
的
妥
当
性
は
不
明
で
あ
り
、
分
析
結
果
は
予
備
的
な
も
の
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
参
加
活
動
で
協
働
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
再
非
行
防
止
に
つ
な
が
り
う
る
こ
と
、
親
の
取
り
組
み
が

不
十
分
で
あ
る
ほ
ど
、
代
替
的
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
、
一
般
中
学
生
で
得
ら
れ
た
知
見
と
も
概

ね
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
有
意
義
な
知
見
で
あ
る
。
非
行
を
行
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
通
じ
て
対
象
少
年
の
対
人
関
係
能
力
や
自
尊
感
情
や
明
る
い
将
来
展
望
を
育
む
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
家
族
の
取
り
組
み
が
不
十
分
な
少
年
に
重
点
を
置
い
て
、
熱
意
と
調
整
能
力
を
兼
ね
備
え
た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
般
小
学
生
・
中
学
生
に
向
け
た
非
行
の
未
然
防
止
も
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
も
、
対
象
者
の
対
人
関
係
能
力
や
明
る
い
将

来
展
望
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
地
域
の
社
会
資
源
を
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
青

少
年
の
状
況
に
応
じ
て
、
非
行
の
未
然
防
止
と
再
非
行
防
止
・
立
ち
直
り
支
援
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
程
度
の
社
会
資
源
を
割
り
当
て
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る
べ
き
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
実
践
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
少
年
非
行
対
策
の
実
証
的
研
究
が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ

地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

（
1
）
　
詳
細
は
、
竹
内
友
二
ほ
か
「
少
年
事
件
に
お
け
る
保
護
的
措
置
に
つ
い
て
1
再
非
行
防
止
の
観
点
か
ら
i
」
家
庭
裁
判
月
報
五
八
巻

　
一
〇
号
［
二
〇
〇
六
年
一
一
］
五
ー
一
八
九
頁
、
久
保
貴
「
保
護
観
察
所
に
お
け
る
社
会
参
加
活
動
に
つ
い
て
」
家
庭
裁
判
月
報
五
九
巻

九
号
［
二
〇
〇
七
年
］
一
－
二
六
頁
を
参
照
。

（
2
）
　
詳
細
は
、
小
林
寿
一
・
鈴
木
護
「
地
域
社
会
に
お
け
る
非
行
防
止
活
動
の
効
果
に
関
す
る
実
証
的
検
討
－
地
域
レ
ベ
ル
の
分
析
1
」

科
学
警
察
研
究
所
報
告
防
犯
少
年
編
四
一
巻
一
・
二
号
［
二
〇
〇
一
年
］
二
八
－
三
八
頁
、
小
林
寿
一
「
社
会
的
犯
罪
予
防
が
少
年
に
よ

　
る
ひ
っ
た
く
り
に
及
ぽ
す
効
果
に
つ
い
て
」
所
一
彦
編
『
犯
罪
の
被
害
と
フ
て
の
修
復
』
［
敬
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
」
三
七
－
四
九
頁
、
小

林
寿
一
「
『
割
れ
窓
』
理
論
に
基
づ
く
地
域
の
犯
罪
予
防
に
つ
い
て
」
犯
罪
と
非
行
コ
ニ
五
号
「
二
〇
〇
三
年
］
三
三
－
四
七
頁
を
参
照
。

（
3
）
　
詳
細
は
、
小
林
寿
一
「
我
が
国
の
地
域
社
会
に
お
け
る
非
行
統
制
機
能
に
つ
い
て
」
犯
罪
社
会
学
研
究
二
八
号
［
二
〇
〇
三
年
」
三

　
九
i
五
四
頁
を
参
照
。

（
4
）
　
詳
細
は
、
注
（
3
）
の
文
献
に
加
え
て
、
小
林
寿
一
・
鈴
木
護
「
地
域
社
会
が
中
学
生
の
非
行
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
1
多
重
レ
ベ

　
ル
分
析
に
よ
る
検
討
1
」
科
学
警
察
研
究
所
報
告
防
犯
少
年
編
四
二
巻
一
号
「
二
〇
〇
五
年
」
一
－
二
二
頁
、
小
林
寿
一
「
こ
れ
か
ら
の

　
地
域
社
会
に
お
け
る
警
察
の
役
割
－
少
年
非
行
の
防
止
を
中
心
に
」
菊
田
幸
一
・
西
村
春
夫
・
宮
澤
節
生
編
『
社
会
の
な
か
の
刑
事
司
法

　
と
犯
罪
者
』
［
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
］
二
三
三
ー
二
四
三
頁
を
参
照
。

（
5
）
　
本
稿
で
示
す
二
〇
〇
四
年
調
査
の
分
析
結
果
は
、
筆
者
が
日
本
犯
罪
社
会
学
会
第
三
回
公
開
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
（
平
成
一
八
年
一
〇
月

　
二
〇
日
開
催
）
で
報
告
し
た
も
の
に
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
　
学
年
の
分
布
は
、
男
女
と
も
、
中
学
一
年
生
が
四
五
％
、
中
学
二
年
生
が
四
〇
％
、
中
学
三
年
生
が
一
五
％
で
あ
っ
た
。

（
7
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
一
回
も
な
い
」
に
0
点
、
』
～
二
回
あ
る
」
に
1
点
、
「
何
回
も
あ
る
」
に
2
点
を
与
え
て
得
点
化

　
し
た
。

（
8
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
と
て
も
大
切
」
目
5
、
「
ま
あ
大
切
」
n
4
、
「
あ
ま
り
大
切
で
な
い
」
H
2
、
「
ま
っ
た
く
大
切
で
な

　
い
」
”
1
と
し
て
、
含
計
点
を
出
し
た
。
こ
の
尺
度
の
個
人
レ
ベ
ル
の
内
的
整
合
性
（
ク
ロ
ン
バ
ッ
ク
の
α
）
の
値
は
、
男
子
が
○
・
七
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三
、
女
子
が
○
・
七
七
で
あ
っ
た
。

（
9
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
と
て
も
そ
う
思
う
」
H
5
、
「
す
こ
し
そ
う
思
う
」
H
4
、
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
目
2
、
「
ま
っ

　
た
く
そ
う
思
わ
な
い
」
n
1
と
し
て
、
合
計
点
を
出
し
た
。
こ
の
尺
度
の
個
人
レ
ベ
ル
の
内
的
整
合
性
の
値
は
、
男
子
が
○
・
六
一
、
女

　
子
が
0
・
六
八
で
あ
っ
た
。

（
1
0
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
コ
回
も
な
い
」
H
O
、
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」
H
1
と
し
て
、
合
計
点
を
出
し
た
。

（
1
／
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
一
回
も
な
い
」
0
0
、
「
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
」
U
1
と
し
て
、
合
計
点
を
出
し
た
。

（
1
2
）
　
分
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
は
、
E
Q
S
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
六
・
一
を
使
用
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
法
と
し
て
最
尤
推
定
法
を
用
い
た
。

（
1
3
）
不
良
行
為
九
行
為
の
内
訳
は
、
「
金
品
持
ち
出
し
」
「
飲
酒
」
「
喫
煙
」
「
怠
学
」
「
テ
レ
ク
ラ
・
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
連
絡
」
「
深
夜
俳

　
徊
」
「
無
断
外
泊
」
「
エ
ッ
チ
な
雑
誌
や
ビ
デ
オ
を
見
た
」
「
家
出
」
で
、
』
回
も
な
い
」
0
0
、
』
～
二
回
あ
る
」
H
1
、
「
何
回
も
あ

　
る
」
H
2
で
得
点
化
し
た
。
犯
罪
行
為
五
行
為
は
』
回
も
な
い
」
1
1
0
、
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」
H
1
で
得
点
化
し
た
。

（
1
4
）
　
七
項
目
は
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
父
は
私
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
」
「
母
は
私
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
」

　
「
父
の
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
と
思
う
」
「
母
の
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
と
思
う
」
「
親
は
、
私
が
出
か
け
る
時
、
た
い
て
い
行
き
先
を
知

　
っ
て
い
る
」
「
親
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
も
ば
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
」
「
親
は
私
の
友
達
の
顔
や
名
前
を
知
っ
て
い
る
」
。
回
答
選
択

　
肢
に
つ
い
て
は
、
「
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
」
1
5
、
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
日
4
、
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
0
2
、
「
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ

　
な
い
」
U
l
で
得
点
化
し
た
。
こ
の
変
数
の
内
的
整
合
性
の
値
は
、
男
子
が
○
・
七
六
、
女
子
が
○
・
七
七
で
あ
っ
た
。

（
1
5
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」
0
5
、
「
す
こ
し
あ
て
は
ま
る
」
1
4
、
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
目
2
、

　
「
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
目
1
で
得
点
化
し
た
。

（
1
6
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
』
回
も
な
い
」
に
0
点
、
コ
～
二
回
あ
る
」
に
1
点
、
「
何
回
も
あ
る
」
に
2
点
を
与
え
て
得
点
化

　
し
、
地
域
単
位
の
平
均
値
は
男
女
で
分
け
て
算
出
し
、
そ
の
加
重
平
均
値
を
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
に
用
い
た
。

（
1
7
）
　
分
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
は
、
H
L
M
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
六
・
〇
二
を
使
用
し
た
。

（
1
8
）
　
交
互
作
用
に
関
わ
る
変
数
以
外
は
す
べ
て
全
体
の
平
均
値
を
と
る
と
仮
定
し
た
値
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
詳
細
は
、
四
方
光
「
街
頭
犯
罪
対
策
の
中
核
と
し
て
の
非
行
集
団
対
策
－
大
阪
、
広
島
、
ボ
ス
ト
ン
に
み
る
共
通
点
1
」
警
察
学
論

集
五
六
巻
二
号
［
二
〇
〇
三
年
］
一
二
四
～
一
四
六
頁
を
参
照
。
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（
2
0
）
　
各
項
目
の
回
答
選
択
肢
と
得
点
化
の
要
領
は
分
析
1
と
同
じ
て
あ
る
。

（
21
）
　
回
答
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」
ー
5
、
「
す
こ
し
あ
て
は
ま
る
」
i
4
、
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
1
2
、

　
「
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
H
1
で
得
点
化
し
た
。

（
2
2
）
　
各
項
目
の
回
答
選
択
肢
と
得
点
化
の
要
領
は
分
析
1
と
同
じ
で
あ
る
。
内
的
整
合
性
の
値
は
、
「
明
る
い
将
来
展
望
」
が
り
・
六
〇
、

　
「
遵
法
的
な
規
範
意
識
」
が
○
・
七
〇
で
あ
っ
た
。

（
2
3
）
相
関
係
数
の
算
出
は
、
同
じ
回
答
者
の
回
答
か
ら
得
ら
れ
た
変
数
問
て
行
っ
た
。

（
24
）
　
表
4
の
上
か
ら
五
項
目
に
つ
い
て
は
、
少
年
の
自
己
申
告
に
よ
る
も
の
（
左
側
）
と
警
察
職
員
の
判
断
に
よ
る
も
の
（
右
側
）
の
い

　
ず
れ
も
、
一
回
で
も
経
験
し
た
者
の
割
合
を
示
し
て
あ
る
。
警
察
職
員
だ
け
に
尋
ね
た
下
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
括
弧
外
に
「
と
て
も

　
あ
て
は
ま
る
」
の
割
合
、
括
弧
内
に
「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」
と
「
す
こ
し
あ
て
は
ま
る
」
を
合
計
し
た
割
合
を
示
し
て
あ
る
。

地域社会を基盤とする非行防止活動の効果について

【
謝
辞
】
　
筆
者
が
少
年
非
行
対
策
の
実
証
研
究
を
推
進
し
て
き
た
契
機
は
、
一
九
九
∩
年
代
初
頭
の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
の
米
国

　
留
学
で
あ
っ
た
。
米
国
留
学
に
際
し
て
、
さ
ら
に
今
日
に
至
る
ま
で
、
加
藤
久
雄
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
き
、
大
変
お
世

　
話
に
な
り
ま
し
た
。
加
藤
久
雄
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

つ一一）
」’」


